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今日は、べジ気分！ベジタリアンと大豆は切っても切れない間柄。
少し、ベジな生活をのぞいてみませんか？

　

今
月
は
、院
内
に
健
康
増
進
施
設
と
菜
食
レ
ス
ト
ラ
ン
（
乳
卵
菜
食
）を
開

設
し
、積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を
提
唱
し
て
い
る
神
戸
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
病

院
を
、鷲
野
季
代
子
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

●
神
戸
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
病
院

　

と
は
●

　

全
世
界
に
５
０
０
以
上
の
医
療
機
関

を
持
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
ア
ド
ベ
ン

チ
ス
ト
病
院
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
。
患
者

の
宗
教
は
問
わ
ず
、
１
９
７
３
年
に
創

設
以
来
、
基
本
理
念
の
全
人
的
医
療
と

予
防
医
学
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
予
防
医
学
の
立
場
か
ら
、
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
と
菜
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を

開
設
（
１
９
８
３
年
）。
全
人
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
（
終

末
期
医
療
）
の
分
野
に
お
い
て
は
ホ※

２

ス

ピ
ス
病
棟
を
創
設
（
１
９
９
２
年
）
し

て
い
ま
す
。

　

●
予
防
医
学
と
菜
食
●

　

「
禁
煙
・
菜
食
・
運
動
」
を
重
視
す

る
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
、
ガ
ン
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
非

常
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
、
膨
大
な

医
学
デ
ー
タ
に
よ
り
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
ガ
ン
は
遺
伝
的
な
物
と
も
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
は
同
じ

環
境
（
食
な
ど
）
に
育
っ
た
事
も
大
き

な
要
因
だ
そ
う
で
、
予
防
も
可
能
だ
と

今月のベジーさん

山形謙二（やまがたけんじ）さん 
～神戸アドベンチスト病院 院長～

　　ＮＰＯ法人日本ベジタリアン学会理事でもある山形
医師は昨年（２０１４年）、終末医療の貢献により 「兵
庫県社会賞」 を受賞されました。 講演や啓蒙活
動を通じて医療界の意識改革にも努めています。

著著 ： 「人間らしく死ぬということ―ホスピス医療の
現場から」 ・ 「隠されたる神 ‐ 苦難の意味」 ほか

神戸アドベンチスト病院の外観

者に 「人生の最期を何も知らずに終えさせてしまった事」
があったそうです。 医師を志したのは 「人に奉仕する仕
事に就きたい」 という思いでした。 「患者に正直でありた
い」 と意を決意し、 ホスピス病棟を開設されました。
　　「医療は患者との共同作業です」 今日も一人一人の
患者に寄りそう山形医師がいます。

●がん告知が認められない時代があった

　　「今では考えられないことです。 ２０年程前、 日本社会 ・ 医
療界では、 患者へのがん告知は認められていませんでした。
その状況を打破するのはなかなか大変でした」 と話す山形医
師は１９４６年東京生まれ。東京大学理学部卒業、同大学院を経
て、 菜食研究では世界的に有名な米国ロマリンダ大学医学部
を卒業。 日本における緩和ケアの先駆者として知られています。

●限られた命を支える緩和医療「ホスピス」

　　昔、 家族の猛反対でガン告知できないまま死んでいった患

診療室㊧と待合室㊦

兵庫県社会賞の賞状

左から山形謙二医師・
兵庫県井戸知事・山形
愛子夫人（ロマリンダ
大学栄養学科・卒業）

※

１

※１　全人的医療･･･患者の身体的・精神的・社会的・スピリチュアル的側面を含めて個々に合った総合的な疾病予防や診断・治療を行う医療。

※２　ホスピス･･･ターミナルケア（終末医療）、 緩和ケアを専門に行う医療施設。
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結
論
が
出
て
い
ま
す
。
豆
、
野

菜
、
果
実
類
を
中
心
と
し
た
食

事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
色
々

な
ガ
ン
の
危
険
率
を
減
ら
す
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

院
内
の
健
康
増
進
施
設
「
三

育
セ
ン
タ
ー
」
で
は
菜
食
料
理

教
室
、
運
動
・
健
康
教
室
の
開

設
や
、
毎
年
10
月
に
は
積
極
的
な
健
康

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
気
の
お
祭

り
「
健
康
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
く
、
健
康
状
態
に
合
わ
せ
た
〝
治
療

食
〟
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
構
内
に
菜
食
レ
ス
ト
ラ

ン
「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
が
あ
り
、
日
替
わ

り
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
（
１
０
０
０
円

／
お
子
様
は
５
２
０
円
）
で
は
、
大
豆

肉
を
使
っ
た
酢
豚
風
が
人
気
で
す
。

　

●
ホ
ス
ピ
ス
が
必
要
な
理
由
●

病院食の例

毎年10月に開催される「健康祭」

病院施設情報
神戸アドベンチスト病院
兵庫県神戸市北区有野台 8-4-1
☎ 078-981-0161
http://www.kahns.org

病院構内にある菜食レストラン

「シャローム」の日替わりランチバイキング

は
医
療
用
麻
薬
も
安
全
で
効
果
が
あ

り
、
が
ん
に
よ
る
大
抵
の
苦
痛
は
取
り

除
く
こ
と
は
可
能
だ
そ
う
で
す
。

　

残
さ
れ
た
日
々
を
有
意
義
に
、
そ
の

人
ら
し
い
生
き
方
で
幕
を
閉
じ
て
も
ら

う
た
め
に
必
要
な
の
で
す
。

　

●
患
者
に
寄
り
そ
う
医
療
を
●

　

人
は
不
安
な
時
は
寄
り
添
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。
病
気
に
な
っ
た
人
を
た
だ

＜協会事務局＞
〒531-0071　
大阪市北区中津
2-8-B-101
☎06-6372-3775
http://www.jpvs.
org

ＮＰＯ法人日本ベジタリアン協会

鷲野 季代子（評議員）

単
に
治
療
す
る
と
い
う
体
制
で

な
く
、
人
間
と
し
て
患
者
と
向

き
合
う
医
療
を
目
指
す
神
戸
ア

　

死
を
前
に
、
患
者

と
ご
家
族
に
満
ち
足

り
た
幸
せ
な
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く

身
体
の
痛
み
を
少
し
で
も
取
り

除
く
の
が
ホ
ス
ピ
ス
。
最
近
で

た
め
に
は
、

一
般
病
棟
で

は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
告

知
後
の
心
と

ド
ベ
ン
チ
ス
ト
病

院
の
願
い
は「
全

人
的
健
康
の
回

復
」。
そ
ん
な
病

院
が
増
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま

し
た
☆

　

●
大
豆
・
野
菜
・
穀
物
は

　

治
療
食
●

　
　

　

も
ち
ろ
ん
、
病
院
で
は

菜
食
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
入
院
中
の
食
事
は
も

ち
ろ
ん
穀
菜
食
！　

大
豆

な
ど
の
植
物
性
タ
ン
パ
ク

製
品
を
用
い
て
よ
り
美
味


